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原子力発電の受入体制セきづいて

1.日 本 の ェ ネ ル ギ ー 需 給

☆  近 い将 来、 方 向 としては一 部 を 原子 力発 電 に 依存 しなけれ ば な らぬ。

☆  しか し なおそ の前 に為す べ き こ とも また少 くない。

2原 子 力発 電 の 現 段 階 と そ の 特 性
☆  どの型 が最 も経 済 的ヵ=ま だ決 め か れ る。

☆  だが 、 いず れに して も国家 資 金 に よ らね は到 底 採算 に乗 ら ない。

☆  また採 算 以外 の リス クが大 .き く、動 方協 定上 の制 約 も きび しぃ。

☆  初期 づ導 入 に は ど うしても国が 直接 面倒を 見 ろ責任が あ る。   
・

a受 入 主 体 は ど こが 適 当 か ?

☆ 民間企業ではどうか ?

☆  原子 力研 究所 tiど うか ?

☆  特殊 会 社 を新 設 した」ら一

☆  電 源 開 発会社 を活 用 した ら一

4.む エリ

昭和 32年 7月

電 源 開 発 株 式 会 社
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原 子 力 発 電 の 受 入 体 制 に つ い て

日本 の エ ネ ル ギ ー需 給

近い将来、方向としては一部を原子力発電に依存しなければならぬ。

しかし、なおその前に為すべきこともまた少くない。

○  最 近 に お け るわ が 国 経 済 の著 しい 発 展 に伴 い 、 電 力需 要 の 伸 ひ も極

め て狂 盛 であ ります 。 今 ま では 年 々 6-7%の 増 加 で 、 ほ ぼ10年 で 倍

増 す る のが 過 去 の常 識 で あ りま したが 、 最 近 の 伸長 率 は従 来 の 2倍 以

上 に な り、 特 に 産 業 用 の大 口電 力 の 1々き は 、 前 年 に 比 l′ 20%以 上 に も

連 す る増 率 を 示 して お ります 。

○  電 力 は ■業 の 基 盤 で あ ります か ら、 一 三 これ が 不 足 す る とあ らゆ る

産 業 が 麻 庫状 態 に 陥 る こ とは 言 うま で もあ りませ ん 。

'1つ
て電 力 は 常

に 産業 の 伸 び に 並 行 し、 trし ろ 先 行 して 開発 し拡 充 して 行 か ね ば な り

ませ ん。 こ の た め こ こ 3… 4年 来 電 源 の 開 発 が積 極 的 に 推 進 され て 来

て お りま す が、 そ れ で も な ぉ 十 分 で な く、 鉄 鋼 や 輸 送 力 と共 にわ が国

経 済 の ネ ツ ク とされ てお ります 。

○  この よ うな 事 態 に 対 し て電 力供 給 面 の 兄 透 しは ど うで あ りま し よ う

か ?

先 ず わ が 国 の 包蔵 水 力は 約 2,200万 KWと 言わ れ 、 この うち 現 在 ま

でに 開 発 さ れ た も のは 約 1,000万 KW足 らず で、 まだ 半 分 に も達 して お

りませ ん。 もつ とも残 され た 水 力地 点 :こ は お い お い 幾 済 的 に 有 オ:な も

の が 少 くな つ て行 く上 に 、 これ か け必 要 と され るの は 実 は 大 容 量 の貯

水 池式 の も のに 外 な :bな い の て 、 水 没 補 償 そ の 他 の 関 係 もあ つ て 社 会

的 に もだ ん だ ん 開発 が 困 難 とな る もの と考 えら れ ま す。 従 つ て 今後 は

そ の地 方 の事 情 や 条 件 だ け で も つ て安 易 な 開発 を行 うこ とな く、 広 く

広域 的 全 国 的 視 野 に 立 ち [Lつ 充 分 将 来 if見 通 し、 大 規 1英 の上 に も、 新

し く拐 水 式 のゴ 夫 41こ らす な ど 慎 重 ■ つ 強 力 に 開 発 を 進 め て行 くこ と
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